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内 容 梗 概

局間巾継多重用分配伝送方式による192通話路PCM通信装置の製品試作を行ない,所期の性能を得たので

こjぴ〕紹介をする｡分配伝送方式は線路の位相差を補正するため,中継器共通タイミング方式と端局補正方式

とがあるが,前者の方式を採用した｡後者については現在開発中であり,次期試作で実用化する予定である｡

端吊装置は従来方式に比べてパルス繰返し速度が約8倍となっているので,これに基づく諸問題を述べ,各

部｢可路の特長,動作を説明し,主要特性の測定値を示した｡

中継装掛こは一般的問題点のほかに分配伝送を行なうことiこより生ずる問題点があるので,これについて述

べるとともに,設計条件,阿路動作および構造について説明し,装置の主要特性を示した｡

1.緒 口

近距離回線の経済的多重化の必要性よりPCM方式の導入が行な

われつつあるが,今回分配伝送方式による192通話路PCM端局装

置および中継装置の矧端試作を行なった.｡分配伝送方式は符号パル

スを複数本の線路に分離して伝送するため,伝送線路の位相差が問

題となる｢ノ これの対策として,各中継器にて位相差を補正する共通

メイミノブ方式および端末局で-一一打して補正する端局補正方式があ

り,テ■1j方式の詐称･こついてほ別論文に詳述されているが,本装置に

ほ前者の共通タイミング方式を採用した｡

本装掛よ24通.講路方式に比べて符弓ソミルス繰返し速度が約8陪

になっており,さきに完成した性能試作楼の技術を基に,回路,部

ん-,,構造上の謂問匙について十分検討を加え,さらに回路,部品の

標準化および保′朋監視面の強化を行なったもので,実用性を十分考

居した｡以下本装樫の特長,円路動rF,主要特性について述べる｡

1.喘 局 装 置

2.1概 要

本装-r軌よ多窮蛙が高く,敏り扱うパルスの周波数が高速であるた

め,シート構造,実装および架内祁線に特に摺意して設計し,2,750

ろ∴ j芸信架 右:受信究

第1図 端局装置

日立製作所戸塚‾l二場

S-192
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mmの標準搬送架2架に送受を実装している｡舞1図は192通話路

(以下CHと略記)を全実装した外観で,向かって左が送信架,右が

受信架である｡第2図ほ本装置の符号パルス時間図,弟1表は端局

装置の方式概要を示す｡

分配伝送形PCM通信方式の動作原理,特長などについては,ほ

かの論文で説明されているので,詳細は省略するが,本装置全体の

動作の概要を弟3図の構成系統図にしたがい説明する｡

入力音声信号はハイブリッド回路を通り変調器にほいる｡変調器

はチャンネルパルス発生回路からくる標本化パルスにより8kc/sで

標本化され,ほかの音声信号の標本化されたものと時分割多重化さ

れる｡この信号ほPAM多重化信号と呼ばれ,本装置では192CH

を奇数番号CH,偶数番号CHの2群に分け多重化している｡PAM

多重化信号は次の圧縮器により,レベルの高い信号と低い信号がほ

ぼ一様なレベルに圧縮さjt,符号器により2進のPCM符号に変換

第1裏 方 式 の 概 要

通話路数

多屯化方式

192cb(うち2cll同期 3cb監視切替)

8kc/s標本化による時分割多重

変 調 方 式 音声7ビ･ノト,信号1ビットによる普通2進PCM

正 伸 方 式 ダイオードによる対数圧伸 /!=100

符号化方式 局部役号器制御による直線符号化方式

同 期 方 式 2回誤同期確認によるスター:､方式

監視保守方式 日動監視,届けん,ランプ,予備シートによる障害探索

子㈲線路切替 符号パルス断および誤符号監視による自動切替

岨 源 AC 200V 50c/s/60c/s

架 牌 成 送信架,受信架,電源架 各1架

1フレーム
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第2L旬 符 号 パ ル ス の 時 間 配 置 図
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される｡分配回路は192CHのPCMパルス(12,288

Mc/s)を中継伝送路に適した1,536Mc/Sのバイポー

_1ム

1iぢ･SS)

吉芦川'人力

ラバルスに変換し.8本の線丘掛こ分配伝送する｡受信

端局では8本の線路に伝送されてきたPCMパルスを

集合回路で集め復号器によりPAM多重化信号に復

号する｡伸長器は圧縮器とまったく逆の特性をもち,

送信側で圧縮されただけ伸長する｡復調器は時分割多

重のPAM信号をチャンネル/くルスにより通話路ごと

に分離し,復調ろ渡することにより受信音声信号を得
21l†

る｡同期回路はビット同期回路およぴフレーム同期回

路からなり,前者はPCM信号より1,536Mc/sのタイ

ミンク情報を抽出し,これを8逓倍して送信側に従属

した12,288Mc/sの主クロック周波数を発生する｡フ

レーム同期回路は受信PCMパルスより同期パターン

｢う`声4Ⅵrrl川

iリー

を検出し,タイミソグ回路を制御してフレーム同期を

とる回路である｡監視回路は端局監視と中継線監視の機能をもって

いる｡端局監視は特定のチャンネルに1,100c/sのパイロット信号

を送出し,受信端復調出力で,そのレベルを監視し,装置の全系統

を常時監視する｡またタイミソグ障亀岡期障害は別に常時監視し,

障害の区分けを容易にしている｡中継線障害は受信PCMパルス斬

および誤符号率を常時監視し,障害時,中継線を送受で自動的に予

備線路に切り替える｡

2.2 囁局装置の主要規格

暫定的に短距離搬送(T-12S-Tr)の観梅を主体として,端局装置

の規格を定めた｡以下に本装置の主要伝送規格を示す｡

(1)標本化周波数 8kc/s

(2)符 号 単 位

(3)音声入力レベル

(4)音声出力レベル

5

6

7

8

9

10

11

残 留 損 失

過負荷レベル

音声7ビット,信号1ビット

i芸芸
J4W
と2W

ー8dBm

OdBm

＋4dBm

-4dBm

4dB

＋3.5dBr

音声通話路伝送帯域

音声帯域伝送特性

音声側不整合減衰量

信号対量子化雑音比

信号対無通話時雑音比

(12)漏話減衰量

(13) PCM 出 力

300～3,400c/s

CCITT規格の2/5以内

15dB以上

＋3.5～-40dBrにて24dB以上

57dB以上

100% 52dB以上

90｡% 58dB以上

基本周波数1,536Mc/sのバイポーラパ

ルス,振幅110n負荷に対しせん頭値

±3V

2.3 本装置の特長

分配伝送形PCM通信方式の構成およぴその一般的特長について

は,すでにはかの論文でたびたび説明されているので,ここでは本

装置を構成するのに掛こ留意した点について述べる｡

(1)標本化回路には電圧標本化回路を採用し,回路を単純化す

るとともに,必要な標本化パルス電力を低減している｡

(2)受信側復調回路にはゲートパルス分離,引伸し方式を採用

し,パルス幅の狭いPAM信号を能率的に復調している｡

(3)圧伸回路は通常のPCM方式iこ比べ,高速で動作するため,

呑,偶の2群構成とし,エビタキシヤルプレーナ形のシリ

コンダイオードを用いて,周波数帯域を広げ,また信額

度を考慮して60℃の恒温槽に実装した｡

(4)奇,偶の2系統できたPAM信号を符号化するのiこ,単一

[
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ット

の局部復号器をもうけ,ディジタル的に奇,偶の合成を行

なっているため,符号化回路が単純となり経済的である｡

第4図に符号器ユニットの外観を示す｡

r5)比較回路の高速化と高精度化に対処して,トンネルダイオ

ードペアによる比較器を採用し,比較精度の向上と安定化

をはかった｡また,局部復号召割こは安定な金属被膜抵抗器

を使用し,定電流形の荷重方式を採用しているので,スイ

ッチダイオードの過渡特性,ノミラッキなどの影響を軽減で

き,高速,高精度の符号化を可能にしている｡

(6)符号化回路にドリフト補償回路を付加し,各部に発生した

ドリフトを自動的に補償している｡このため符号器に高級

な回路を使用する必要がない｡

(7)端局ディジタル回路にはトランジスタとダイオードによる

基本回路を全面的に採用し,ユニットの種頸を減少すると

ともに保守を容易にしている｡

｢8)本装置は多重度が高いため,共通部に障害の発生したとき

の影響ほ相当大きいと考えられる｡この点を考慮して,部

品点数を極力軽減するとともiこ,部品は相当deratingして

使用し,また監視保守方式には特をこ留意して設計した｡す

なわち,特定のチャンネルに監視信号を常時流し,装置総

合の監視を行なうとともに,共通部の主要な回路には監視

回路を付加し,障害の自動表示をし,折り返し電けんと併

用して,障害時間を短時間で数ユニットまで区分けできる

ようにした｡また分配伝送方式の特長を利用し,中継線障

害時,予備線路に自動的に切り替える中継線自動切替回路

を付加している｡

2.4 各部回路の動作

2.4.1P人山通冨舌路系

本装置のPAM通話路系の構成系統図を第5区】,その動作時間

図を策る図に示す｡標本化回路は通常のダイオードブリッジによ

る電圧標本化回路で,ペデスタル変動(B)を1/100以下におさえ
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第7図 復 調 回 路

ている0圧縮回路は増幅器とダイオードを用いた〃=100の対数

圧仲回路である｡ここでほ回路の高周波特性に依存する漏謡およ

ぴPAMパルスの振幅値の符号化精度に及ばす影響が問題とな

る｡また回路の安定性ほレベル変動ならびに2次ひずみ誘起の主

要な原因となる｡本装F貰でほ圧伸用増幅回路の伝送帯域を15c/s

～4Mc/sとし,エビタキシヤルプレーナ形のダイオードを用い

て所要の漏話特性を得ている｡また圧縮および伸長回路の前置増

幅器の出力インピーダンス毛･ま高周波特性,安定度などを考慮して

圧縮器の低レベルにおけるインピーダンスの約10倍および伸長

器の高レベルにおけるインピーダンスの約1/10に選定してある｡

このほか恒温梧や実装による端子間容量を極力低減している｡ド

リフトリセット回路はCH191とCH192のフレーム同期パルス

期間,符号掛こ圧縮回路の正確な零レベルを送出し,ドリフト補

蹟回路に基準レベルを与えている｡このドリフト補慣を行なうこ

とにより,回路のドリフトに起因する2次ひずみは著しく改善さ

れる｡復調回路には第7図に示すようなトランジスタTRSとコ

ソデソサCによりゲート分離,引き伸しを同時に行ない,役調効

率を上げるとともに所要のチャンネル分離パルスの電力を低減し
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第9図 符号器,復号器動作時間図

ている｡

2.4.2 符号,復号回路

符号器の構成図を第8図,動作時間図を第9図に示す｡本回路

には回路構成の簡単な帰還形符号器が採用されている｡動作速度

ほ24CH方式のものに比較して8倍の速度が要求される｡したが

って,回路各部は高速性について十分考慮してある｡以下符号器

の動作を説明する｡

圧縮器で圧縮されたPAMパルスは奇,偶の2群に分けられて

いるが,これは保持回路iこおいて十分な漏話減衰量を得るためで

ある｡床持回路ではPAM■′くルスは符号化に必要な時間だけ一定

に保持される｡比較器出力とタイミソグ部から供給される8本の

ビットパルスは局部復号器を制御し,128ステップの量子化電圧

を発生させる｡保持入力一定の問に比較器は保持入力と局部復号

器の出力とを順次比較を行ない,その比較結果を局部復号器に帰

-143-
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第11図 分 間 回 路

還し,それを制御しながら7ビットの符号化を子fなうこ符号化情

報ほフリップフロソプ担l路より並列に読み出され,変換回路でバ

イポーラパルスに変換されて線路に送り出される｡本凹路の特長

をあげると,

(1)単一局部復号器制御

第8図に示すように2系統の音声入力ほ比較された後,奇,偶が

合成されて,単一の局部復号器を制御するので回路が簡単になる｡

第2表 符 号 器 時 間 配 分
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(2)トンネルダイオードの使用

トンネルダイオードのペア回路を使印しているため,比較的簡

単な阿路で高速高精度の比較が可能である｡さらに比較時点が規

定できるので,局部復号器出力の過渡矧生の影響を避け得られる

という利点をもち,高速化に適している二.

(3)はしご形定電流荷重回路

荷重回路のインピーダンスを‾卜げて女､ィォードスイッチの特性

の影響を軽減しているのでダイオードの選択を必要とせず,抵抗

精度をおさえるのみで高速高精度の量子化を可能にしている｡

(4)ドリフト神佑

圧縮器中心と量子化中心のわずかなずれにより伝送品質が劣化

するので,本装置でほ帰還ループによりこれを補償している｡す

なわちCH191,CH192の同期スロットを利用して圧縮器中心の

電圧と符号器の中心が一致するよう比較器を制御している｡

一144-



試 作 192 通

FIl
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1-2 【L】+糊′ミグー一

件.■†iいIjぎ許

l)P

祈14｢更1川 糊 口1‾【路怖成 阿

高速符け㍑;㌧きでは一別二l榊路の所要時間がj糾Jに配

分さJtねばならないが,木装杵では81ns(n符り

化時耶】を舞2表にホすように配分している｡

才臼り･:榊よ符｢㍑:‡のメ.‾i).･■網子疑り▲㍑:二‡とほぼ川じ偶成ろご

右し,受信パルス信り･は了簸り･附こ〕仁列にはいり,

両梯件PAMに変換される｡

2.4.3 分配集合回路

木装吊は分配線路数を8対に限定したビット分

冊方式を採用した｡したがって各ビットは特定の

線路のみに仁王送されるため,符号詩語のメモリより

並列に帖報を読み｢Hすことにより分配の｢川勺ほ述

せられるので木装;程の場今は分配紫榊岬各は桝こ

ユニポーラ,バイポーラの掛惇射喚の-7人の機能を

もつ｡

2.4.4 タイミング回路

(1)概 要

端何で必繋とする各椎タイミングパルスの多く

はビット′ぺ′レス,チャンネ′しパ′しスのように,地

形が等しく十J二いに一定の位相差をもった多相パル

スであり,これらの多柑パ′しスの発/L三[叫絡として

はブロッキング発振㍑こ壬などをJl]いたリングカウン

タ方式がいり路肺戎カミ簡ril-であり,消出馬ノブも少な

いことから最もも一利とさjtている｡しかしながら
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本葉粁のように,多市度が痛い場合,上記の方式

でほ動作速射ゴよび動作て-ジンなどのノ1くで問題があるため,木

装得では高速諭+甲州終により分化ナごよび論伴僧幅な行なうプノ∫じと

してある｡

(2)基 本 川 路

第10図ほ甚本l‖l路として用いた飽和形NOR｢瑚芥である･′･木

Il･l路はエビタキシヤルノサ形の高速スイッチング用トランジスク

を悼用しているため,無別科時における_､'_仁‾ら上がf)時間およびJ'｡′二

､ら上がり遅延時間が4～7ns,立ち‾‾卜がり時間ニー言よび‾､二くちドがり

遅延時閃が9′～12nsとかなF)のトl■石速件を示している｡

第11図(a)はNOR【可路を3個軌､て構成した分周｢り路であ

る｡分間何路ほ入ソJ論即回路と2進計数語持とからなり,入九論坪

l･･‾】路出力をクロックパルスCPに同期して2分間する機能をもっ

ている｡舞11図(b)は分J掛り路の動作波形をホしたものである〔

第11図(a)の分間阿終において,すべての入力を0としてクロ

ックパ′しスCPの克を分間させ,クロックパルスの繰返し周披数

を変えて2温汁数ミ即)トリガ賂度を求が)た糸【i果な第12臥こホすぃ

この結果,本装荷でのクロックJ耶立数が12,288Mc/sであるとニ

ノ7Jかド〕-ト分′女定な動作がJ8】待できる､-.

(3)川 路 構 成

第13図は送信側タイミング川路のブロックダイヤである｡川

路は12,288Mc/sのクロックパルス発′一巨l‾‖】路,2進9段(A～Ⅰ)

および3進1f退り一-K)のl汁数てそ:きにより偶収される分J詞阿臥 な

ド〕びにrHノブ諭J剛･1柁Iノ‥l一｡,し-,しそlて)他rl二り†トー,ている｢､
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阿絡の動作はまず12,288Mc/sのクロックパ′しスを2進9段お

ょび3進1段の計数掛こよF)8kc/sまで分間する｡次に初段か

ら3段Hまでの計数器(A～C)の各出力をLlにおいて論坪操作

することによF)8相のビットパルスBl～B8(周期0･65/′S,パルス

帖30ns)を得ている｡さらに出力論矧司路L2,L3,L4においてチ

ャンネルパルスの幅を求めるためのパルスPとDからKまでの

計数祁各段の出力を論理操作することにより192柏のチャンネ′レ

バルスSl～S.92(周期125/`S,パルス幅0.24/とS)を得る｡ここで

論恥珊分を三つのブロックに分けているのほ,基材叫路のフ7ン･

7ウトなども考慮して所要の論理素了▲数を最少にするためであ

る｡なお受信側タイミソグ回路ほクロックパルス発生朋如こ主発

振器をもたないこと,同期引込みのための何路が付加されている

ことク〕2点を除けば送信側と同様である｡

以上述べたタイミング回路全体での総合動作特性のうち,′女志

度樹生についてみると,電源電把変動±5%■ぉよび伯l川限度変動

0℃～＋55℃に対して十分安定な特性をホしている｢､

2.4.5 フレーム同期回路

フレーム同期回路に要求される条件としては(i)同期引込み

速度が速いこと,(ii)同朋状態で十分安定であること,(iii)巾1路

構成が簡単で経済的であることなどがあげられる｡これらの条件

な満たすために各種の方式が検討されているが,一脚こ符‾拝謝)

肘11応芥方式により.捌司期を検附し,1ビットシフト方式により

rr柑仇iム【左を行なう方式が採和されている〔-1木矧韓でほ多付知ミ

ー145州



620 昭和40年3月

高く,1フレーム内のビット数が多いこと,線路自動切換を行な

うことなどの特殊性を考慮してCH191,CH192を同期チャンネ

ルとし･すべてのビットが0の信号を同期パターンとして,2回

誤同期確認によるスタート方式を採用している｡弟14図ほ受信

端ノ剥こおける同期回路の楕成図である｡回路の動作は8本の中継

線Ll～L8により分配伝送された同期パターンを同朋パターン検

出回路で検出し,2回誤同期確認回路で検出パルスDPと,受信

タイミソグ回路で発生した同期パルスFRとの一致をとF),2フ

レーム連続して一致がとれなかった場合は誤同期と判定して,次

の同期パターンにより受信タイミング回路の分周回路を所定の状

敷こセットL同期引込みを行なう｡したがって同期状態で2フレ

ーム連続して同期パターンに誤りを生じ しかも次のフレーム1勺

♂)他のチャンネルに同期パターンと同じパターンが生起した場合

は誤同期に引き込まれるが,中継線の誤符号率をP=10-6とした

場合2フレーム連続して同期パターンに誤りを生ずる確率は1-

†(1一戸)16)2≒32f)=32×10‾6であり,かつ中継器のタイミソグ

情報の補償のため通話チャンネルでほ8ビットすべてが0となる

コードを抑制しているので同期パターンと同じパターンが生起す

る確率はきわめて小さく,同期状態で十分安定な特性を示してい

る0また誤同期にはいった場合の同期引込み時間は～F均250/∠S(2

フレーム)である｡

2･5 監視保守方式

近距離PCM方式は従来の装荷音声ケーブルに代わる方式であり,

高い信麻歴と,高級な測定器や保守技術を要しないことが要求され

る0また本装置のように多重度が高くなると,障害時に回線系に及

ぼす影響は相当大きいと考えられるので,監視する箇所の適切化と

経済的かつ信頼度の高い監視方式が必要である｡これらの点を考慮

して,本装置では通信系を端局と中継系に分け,装置各部の信頼度

の目安としてMTBF(平均無故障時間)を算出し,障害時のユニッ

ト交換時問,その他の保守時間を考慮して信頼度配分を行ない,各

‾附こ適切な監視回路を設けた｡これにより折り返し電けんとランプ

表示の組み合わせのみにより,特にPCMの知識がなくても,短時

間に数ユニット以内に障害箇所をつきとめ得る方式としてある｡本

装置の監視方式は端局監視と中継線監視に大別される｡

2･5･1喘 局 監 視

端局装置は弟15図の系統図に示すように,特定のチャンネル

を用いた装置総合の監視と･タイミソグ部フレーム同軌電源な

どの共通部を独立に監視する口監視回路が障害を検出すると自局

に赤ランプを点灯し･相手局に通報し,黄ランプを点灯する｡ま

た同時にトランク共通装置に信一号を出し回線のいっせい動作,い

っせい復l口を防■けるr)第3表に監視の種揮および検出方法を示
す｡

2･5･2 中継線監視切替

中継伝送路にほ192CH(8対分配)に対し1対の予備線路をお

く｡中継線の障害検出は各線路ごとに行ない,受信PCM入力の

断および誤符号が一定時間継続すると表示をだし,障害線路を自

動的に予備線路に切り替える0障害中継点の探索は障害位置測定

掛こより端末より行なわれる｡なお切脊動作が終了すると,予備

線路使用中の表ホを送受でだす｡また自動切替動作は手動でもチ

ェックできるようにしている｡

2･d 主 要 特 性

本装置の主要特性として第一引司に量子化雑音特性の一例を示す｡

無通話雑音についてほ,iF均値65dB,遠端漏話については平均値

68dBが得られた｡

評 論 第47巻 第3号

3.再生中継装置

3･】概 要

PCM通信方式の最大の特長である再生中継は既設の局問無装荷

音声ケーブルのように,高周波における漏話特性および局隣接中継

一束間での局雑音などの伝送条件の恋い線路を使用するにもかかわら

ず,その中継距離によらずに,伝送品質がすべての通話路について

高水準で一定になる｡これは従来のアナログ伝送方式では考えられ

なかった特長である｡しかしこのことを達成するためには,再生中

継器の方式鮎卜に多くの条件が要求さJLる｡その中のぶもなものを

あげると,

(1)値鞘伝送路は市内外局間者声紋ケーブルで,層矧ま0.5

mm¢,0･65mm¢,0.9mm¢の3種｡

(2)分配伝送方式であるために,遅延差のある多くの伝送線路

のうち,8本の伝送線路に同時間に並列にパルスを伝送さ

せるときのパルス到着時間のバラツキの問題｡

(3)再生中継器の特性を決定する要因である妨害雑音は,すで

に述べたように,音声ケーブルの高周波における漏話特性

と･局隣接中継区間でのダイヤルインパルスなどの局雑音

である｡しかしこの雑音の影響ほ,その伝送系がONE-

CABLE系またほTWO-CABIノE系かによって異なF),ま

た,その同一ケーブル内でもPCM化された対数およぴそ

の符号形態によっても異なる｡したがって,このような種

々の実情に即した設計をしなければならない｡

(4)中継間隔は,ケーブルが地下に埋設されている場合は,マ

ンホール間隔によってきめられる｡

(5)中継器への電源供給は,局から重心回線で供給されるため

に,その消費電力はできるだけ少なくなければならない｡

(6)中継器の設置場所は地下または架空となり,非常に過酷な

自然条件のもとで安定に動作するとともに,監視が隣局か

ら容易に行なわれなければならない｡

3･2 方式および主要規格

上記の諸条件を考慮して下記の方式を採用した｡

(1)高周波における漏謡および中継器の入出力変成器などの低

周波遮断による符号間干渉の低減を目的とした,バイポー

ラパルスを用いた入力駆動完全自己再生形中継方式と

した｡

(2)線路のバラツキの問題を軽減するために,192通話路を1

システムとして構成し,その線路のバラツキの平均値を自

動的に検出し,各中継点でこれを精算するいわゆる共通タ

イミソグ方式とした｡

(3)再生中継器の主要規格は弟4表に示すとおF)である｡

3･3 回 路 構 成

試作中継器の構成を弟17図に示す｡擬似線路(BON)は標準巾継

距離より,実際の中継距離がずれた場合に,その差を補iEするため

にそう入される｡等化増幅器は線路でひずんできたパルス(第柑図)

を最大限に識別できるように波形を整形する機能をもち,等化波が

対称になるように,等化特性をガウス特性に近似させる｡このため

に前置中継器の出力に非直線等化などの操作をさせずに対称な波形

が得られる(第19図)｡自動識別制御何路はケーブルの温度変動,

その他による入力レベル変動に対して,振幅方向の識別レベルが常

に入力信号振幅の半分の点を保持するように動作する｡タイミング

抽出回路ほ入力符号列より,その繰返し周波数を抽出し,同時に各

線路よりの符号列を線形加算することによって,その各線路の位相

のバラツキの平均値を抽出する｡次にこれをセット,リセットを同

時にもつ細いサンプリングパルス(舞20図)に変換して,入力符号を
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第17図 再生中 継 装置構成 図

ー147-

第18図 線路通過波形(0.2V,1/`S/scale)

第19図 等化増幅器出力波形(1V,1/∫S/scale)

第20図 タイミング波形(5V,0.1′∠S/scale)

第21図 中継器出力波形(4V,1/JS/scale)

第22図 試作再生中継器シート
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第4表 再生中継装置主要規格

日 立

形
数
離
式
幅
差
〃

結
郎
方
振
相

､
～
糊
継
ク
ス
位
桜

山父

ン

ル

路

送

m

ハ
線
灼

ッ
準
-
山
舘

伝
ビ

探

ケ

山
詐
椚

パ イ ポ【ラ 50% duty

l.536Mc/s

l.8klll川.65mm糸ItのJ劫｢㌻一

入 ノJ駆動,完今山己メ ナ ミ ンク

3Vp

±20ノ

22W/1中継装檻対(192ch)

第5衣1ヰ生Il‾-継装置構造仕様

所
状
逝

喝置設
形
隅

スタソソナー‾7′L

弘 也 条 件

マンカーー′L,柱卜(柱上設F毘時は【‾′1(土〝〕心ニー･ゴいをつけくL)
F勺 形 r祈23図参照)

水密付卜昌仙,外部上り21くgしr)ノノス仙こ対l_てi即し′′1二いノ

カ‾スす■ム構造叫･縦線巾の窒素ソノスカ袖;′才にまないノ

ユニット形0.65mmゥ1紙絶縁妄r披

-30℃､＋60℃

嶋l臼Jノブ向に識別する｡出力回路ほ2白のブロッキング発振汝:‡で構成

し,これを交互に動作させて,ノミイポーラパルス(舞21図)を再生

するu Hlカパルス幅ほ種々の変動に対して一定に保たねばならない

ために,ブロッキング発振掛こ強制的にリセットをかけて,パルス

幅を制御している｡電源凹路は冬山l坦l線を用いた走電流fハ給によ

り,8個の現川中継持こ壬と1個の予術中継附こ並列に供給している｡

虻鮎卜!】路は端人J.Jよりバイポーラパルスの持つ特賀を利用したパル

スの組み合わせを送って,ql継貨詩の劣イヒな検出し,さらiこ中継㍑:‡の

障害点を検知する方式を用いている｡

3.4 構 造

シート構造には第22図に示すように,実績のある一般昌仙lをj-H

い,モジュール構造などほ用いずに最適配掛こよる高締鹿賀装な.試

みた｡しかし小形化が要求される性質上 さらに特殊実装による高

齢豊実装方法を開発中である｡

きょう体構造ほ中継器設置場所がマンホー′レまたは柱上であるた

めに,きびしい外部条件に耐えるようにすることはもちろん,その

設【#場所および操作に対して考慮がはら諌)れなければならない｡こ

れらを十かこ検討した結果,舞23図にホす構造を採川した｡きょ

う体の仕様を弟5表に示す｡

3.5 主 要 特 性

中継語注の蜂性は,符-ぢ･三だ圭子)ヰ主によってきまる｡第24図に符-り･記‾与

り率を一定にした場合の入力レベル変動と許容5/〃の関係の一例

を示す｡

4.緒 言

以上述べたように,装掟自体ほ所呈別の目標性能を満足しているが,

火脚ヒに当たってはすでに述べたノ｢i)雑音,伝送線路の位相特性,さ

評 論
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第23阿.拭nて朽/l川欄電装選

一いぃ土91こノ)捌みノ‥勺,1十､か他ノノ8ト⊥り什｡し仙ケ比一二･ムJ,j

SノN:打り一計いそ;10‾7にノ1･る帖ノ仙

S:抑上川ハ■タン仰21川副即 忙叩_八ノJ′主0し旧土トる

八 二768kc 仙放披J
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Ll -12
し) 2 1 (う

ノ､_りし L′如】l=山】:･

わ`妄2し11当1線路遅社是および人力レベ/し変動

による符-り一誤まり特性

らに娃設上本の手順などの問題が残されているので,今後現場ふじ験

を行ない検討してゆく予定である｡

また,木装粁ではル由タイミングカ式を採ノーHしたが,対けりの位州

ノ仁の大きい組路には不適子lうなので,別途端ん-J純止力式を開発小であ

る.J乍後,この端ノ榊伯正方式の採川により,性能,信煩度の向__とお

よび休′､'+ニ連川向の要求を十分il亡ちj⊥するような装i賢を.試作する予定で

ある｡

終わりに本装‾鐙の設計,製作に当たってご指導をいただいた関係

各位に厚くお礼申し上ける次第である｡
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